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＊；気候因子については､国内のサンフ・ルは気象庁(2002)のメッシュ平年値を用いた｡また､国外のサンプルは世界気象資料(気象庁1999)を用いた。
梓：年降水量との相関係数は､国内サンプルだけを用いて算出した。
網掛けの数値は､有意な相関(P<0.05)が認められたことを示す。
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チョウセンゴヨウ（P加"sたoraje"”SieboldetZucc.）の地理的変異
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針葉形質と地理的因子との相関
○：日本、△：Korea、
◇：China、□：Russia
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球果と種子のサイズと環境因子との関係
○：日本、△：Korea、
◇：China、□：Russia
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やゴヨウマツ（Sato2001）と同じであった。エゾマ
ツでは針葉長、針葉|幅、針葉厚、気孔列数が年降水量
と有意な正の相関があることを井出ら（1996）は報告
しているが、チョウセンゴヨウでは認められなかった。
RD（背軸側樹脂道間距離と内皮鞘直径の比）は緯
度と有意な相関が認められた（図7）。また、冬季の
気温とも正の相関が見られることから、気温が低くな
ると針葉断面における樹脂道の位置を広げる傾向を示
これは、標高が高くなるにつれて、太い針葉を持つ傾
向を示している。また、NSTとNR、NSC、そして球
果の幅も標高と有意な正の相関が認められた。これら
の形質は、暖かさの指数や年平均気温と有意な相関が
ないことから、温度要因以外の風の強さなどの気候要
因が影響していると推定される。針葉の長さ（NL）
については、標高との相関関係は認められなかった。
この傾向はPjceaa6jes（BaigandTranquillinil976）
91
佐藤
している。RDL（背軸側樹脂道間距離と背軸側辺長の
比）は経度と有意な相関が認められた。RR（樹脂道
直径と向軸側辺長の比）は経度と有意な相関が見られ
たが、それよりも年平均気温との間でより強い負の相
関関係が見られた。針葉の太さに対する樹脂道の大き
さの関係であるから、気温が低くなると、太さの割に
大きな樹脂道を作っていることを示す。これは低温障
害に対する適応現象と考えられる。
ST－LやSE－Lなどの球果と種子のサイズは経度と有
意な正の相関を示した（図8）。エゾマツとトドマツ
の球果のサイズは標高との間に負の相関が認められて
いる（倉橋ら1992）が、チョウセンゴヨウでは有意
な相関は認められなかった。このことは、チョウセン
ゴヨウの分布域の変動と関連して考える必要性を示唆
する。ロシアや中国、韓国の年平均降水量を考慮でき
なかったが、日本の集団では年平均降水量とST－L
(球果の長さ）が負の相関を示す（図8）ことから、
日本の多雨気候への適応現象と考えられる。チョウセ
ンゴヨウが大陸起源であるならば、大陸から日本へ分
布を広げた頃に、降水量の少ない地域から多い地域へ
分布を拡大してきたことと関係していると推定される。
そして、更新世の寒冷で乾燥した気候時に、日本の広
い地域に分布を拡大していたことと関連づけて、説明
されると考えられる。
(4)まとめ
チョウセンゴヨウの針葉形質と、球果と種子サイズ
の地理的変異を解析した結果、針葉形質では日本、韓
国、中国、ロシアの集団はよく似ていた｡．しかし、本
白根山（MOK）と鈴蘭高原（SUZ）の集団が他の集
団と異なることが明らかになった。この2つ以外の集
団は、地域ごとにまとまっていた。球果のサイズはロ
シアと中国の集団が日本の集団より大きい傾向が示唆
された。しかし、その変異は連続的な変異で、経度と
正の相関が見られ、年降水量とも負の相関が見られる
ことから、乾燥した大陸から湿潤な日本に向かっての
環境勾配が関係していることを示唆している。
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チョウセンゴヨウの針葉断面（A～D）と球果
A：MOT（本白根山)，B：SUZ（鈴蘭高原)，C
D：SO1（雪岳山)，E：球果（1－TAK，2-0BL）
(E）
AKA（東明石山)，
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